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本資料では2018年2月28日時点のサービス内容および価格についてご説明しています。
最新の情報はAWS公式ウェブサイト(http://aws.amazon.com)にてご確認ください。

資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイト記載の価
格に相違があった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただきます。

内容についての注意点

AWS does not offer binding price quotes.  AWS pricing is publicly available and is subject to change in 
accordance with the AWS Customer Agreement available at http://aws.amazon.com/agreement/.  Any 
pricing information included in this document is provided only as an estimate of usage charges for AWS 
services based on certain information that you have provided.  Monthly charges will be based on your actual 
use of AWS services, and may vary from the estimates provided.

価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様が東京リージョンを使用する場合、
別途消費税をご請求させていただきます。
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自己紹介

八木達也［ヤギタツヤ］

ソリューションアーキテクト

Focus:

• 新聞/出版業界

• アドテク業界

• BigData

好きなAWSのサービス:

• Amazon S3
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アジェンダ

• Amazon QuickSightとは

• Amazon QuickSightとSPICEエンジン

• Amazon QuickSightの分析機能

• その他のトピック

• まとめ
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Amazon QuickSightとは
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ビッグデータ分析の課題

大量のデータ

多くの疑問

しかし洞察はわずか

誰がトップカスタマーで何を購
入しているのか?

メンテナンス対象になるデバ
イスはどれか？

製品の利益率を地域ご
とに見るには？

利益が最も成長して
いる領域は？

在庫はどれぐらい必要
になるのか？

支出はどう増加して
いるのか？

マーケティングキャン
ペーンはどれぐらい効
果があったのか?

自社社員の満足度
はどのように変遷し

ているか？
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大規模データの収集・分析基盤としては以下の4つの要素
が必要と考えられます

大規模データ分析に必要な基盤

収集 保存 分析 可視化

収集したデータ
をリアルタイム
に基盤に転送

データを長期
的に保存、検
索

大規模データを
高速に分析（解
析）

分析結果・洞察
を人が参照しや
すい形で提供
（BI）
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AWSソリューションによるビッグデータ基盤の構成

大規模データ分析に必要な基盤(AWS)

収集 保存 分析 可視化

EMR RedshiftS3Direct 

Connect
Kinesis

セキュリティ
Identity & 

Access 

Management

Cloud HSM

Key 

Management 

Service

Web App 

Firewall

EC2 QuickSight
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Amazon QuickSight



© 2018, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

Amazon QuickSightの特徴

• すぐに始められる

• BIサーバの運用管理が不要

• 多様なデータソースと繋がる

• 低コスト、無料利用枠あり
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すぐに使い始められる

セットアップ不要。サインインですぐ使える

ブラウザでアクセス、スマホアプリにも対応

サインイン
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BIサーバの運用管理が不要

電源、ネットワーク

ラッキング

ハードウェアメンテ

OSパッチ

BIパッチ

バックアップ

スケールアップ・ダウン

高可用性

BI導入

OS導入

分析

オンプレミス BIサーバ on EC2 QuickSight

お客様が担当する作業 AWSが提供するマネージド機能

電源、ネットワーク

ラッキング

ハードウェアメンテ

OSパッチ

BIパッチ

バックアップ

スケールアップ・ダウン

高可用性

BI導入

OS導入

分析

電源、ネットワーク

ラッキング

ハードウェアメンテ

OSパッチ

BIパッチ

バックアップ

スケールアップ・ダウン

高可用性

BI導入

OS導入

分析
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多様なデータソースに繋がる
• AWS上のデータソースを自動的
に発見

• 多くのデータソースに対応
• Amazon S3上に置かれたファイル、
もしくはPC上のファイル（CSV, 
TSV, CLF, ELF, Excel）

• SalesForce.com
• Amazon Athena
• Amazon RDS (Aurora, MySQL, 

MariaDB, PostgreSQL, SQL 
Server, Oracle) 

• Amazon Redshift
• オンプレミスやEC2上のRDB
（MySQL, MariaDB, PostgreSQL, 
SQL Server)

• Amazon EMRやEC2、オンプレミ
ス上のPresto, Spark

• EC2やオンプレミス上のTeradata、
Snowflake

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/supported-data-sources.html
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低コスト

• $9/ユーザ*月から利
用可能 （詳細は後述）

• Standard Editionを1年
契約した場合

• 初期費用、ライセンス
費用、HWコスト等が
不要

• FREE TIER（無料枠）
も用意

* SPICEストレージの利用容量は全ユーザ分が合算され、アカウント内で共有されます2018年2月時点の費用
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利用イメージ

• QuickSight管理者はデー
タソースを定義し、分析用
のデータセットを準備する

• QuickSightユーザはデー
タセットを基に分析を実施
し、他ユーザに共有する

• QuickSightユーザはレ
ポートをPCブラウザや、
スマホアプリから閲覧可能

QuickSight

分析
分析
分析

管理者

データソース
（データ供給元）

データ
セットデータ
セット

分析

ユーザ（分析）

ユーザ
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ここまでのまとめ：Amazon QuickSight

• 安価に、すぐに使い始められ、管理が楽で、多様なデータ
ソースに対応したBIサービス

• ユースケース：

• AWS上のRDS/RedshiftやS3にデータを蓄積している

• 分析をすぐに、ローリスクで開始したい

• BIサーバを運用する人材が居ないが分析はしたい

• どこからでもアクセスできるBI環境が欲しい
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Amazon QuickSightとSPICE
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Amazon QuickSightとデータソースの接続

• 現時点ではN.Virgnia, Ohio, Oregon, Ireland, Singapore, Sydneyの6リージョンで提供

• QuickSightからデータソースに接続する（SQLの接続ポート）

• データソースはパブリックに到達可能である必要がある（後ほど詳しく説明します）

• パブリックに到達可能であれば、別のAWSリージョンのDBでも、オンプレミスのDBでも
接続可能

QuickSight

RDB

ブラウザ

アプリ
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SPICE

• インメモリ処理に最適化された高速データベース

• カラムナ：1/2~1/4のサイズに圧縮

• フルマネージド：運用管理不要
• 自動的にスケール、高い可用性

• RDBのデータやファイルをSPICEに保存することで
高速なクエリを実現

• QuickSight Standard Edition １ユーザあたり
10GBのSPICE用領域が利用可能（追加可能）

※ SPICE = Super-fast, Parallel, In-memory, Calculation Engine 
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QuickSight (UI) とSPICE
• SPICEにはユーザのデータ領域が用意されている

• S3上のファイルや、PC上のファイルはSPICEに取り込むことで分析が可能になる

• RDB（RDS)、Athena、RedshiftのデータはSPICE無しで直接SQLを発行してアク
セス、もしくはSPICEに一部取り込むかを選択

Amazon QuickSight

クエリ
事前に一部の
データを取り込み

表表

SPICEを介さずに直接クエリ（SQL)

CSV

CSV

S3上の
データを取り込み
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SPICEへのデータ取り込みをスケジュール実行する

• SPICEへのデータ取り込み
をスケジュール実行するこ
とで自動的にリフレッシュ
することが可能

• くり返しの最小単位は1日
おき

• 全データを読み直す（差分
更新ではない）

参考）
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/scheduled-refresh-for-spice-data-sets-on-amazon-quicksight/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/scheduled-refresh-for-spice-data-sets-on-amazon-quicksight/
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補足：SPICEにファイルを格納する

• 方法１）PC上のファイルをブラウザ経由（管理コンソール）でアッ
プロード

• 方法2）S3のマニフェストファイルを管理コンソールにアップロード
して取り込む。複数のファイル（オブジェクト）を１つのデータセッ
トとして取り込むことも可能

{ 
"fileLocations": [                                                    

{"URIs": ["https://data_bucket.s3.amazonaws.com/data.csv",
"https://data_bucket.s3.amazonaws.com/data2.csv"]}

],
"globalUploadSettings": { 
"textqualifier": "¥""    
}

}

https://docs.aws.amazon.com/quicksight/latest/user/supported-manifest-file-format.html

https://docs.aws.amazon.com/quicksight/latest/user/supported-manifest-file-format.html
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データソースの定義

• 自動ディスカバリ機能

• リージョン内のRDS/Redshiftは
自動的にインスタンスが検索され、
ホスト名やDB名、ポート番号は
入力不要

• ホスト名、ポート番号、ID、
パスワード等を指定して手動
で接続する事も可能
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補足：自動ディスカバリーとパーミッション
• S3やRDS、Redshiftの読み取りアクセスをQuickSightに付与
する事で自動ディスカバリーやS3連携が可能になる

• QuickSightのGUIからアクセス付与可能
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データソースからデータセットを作成し、分析する

• データソース：RDBやファイル

• データセット：データソースから必要な部分を抽出

• Prepare ：データソースを加工

• 分析 (Visualize)
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データセットの作成とSPICE

• 元データの一部を切り出してデータセッ
トとして登録する

• 登録時にSPICEを利用するかどうかを決
定する

• アップロードファイルやS3上のデータは、
SPICEに取り込まれて演算される

• RDBのデータはQuickSight GUIが直接ク
エリする方式と、データをSPICEに取り
込む方式のどちらかを選択可能

• ユーザ操作によるリフレッシュが可能
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補足：データソースとSPICEの制限

• SPICEのクエリエンジンで対応しているデータ型： Numeric, String, 
Datetime, Boolean

• ファイルをSPICEに取り込む
• 1ファイル最大1GBまで
• S3のManifestで複数ファイル構成にした場合の総量は10GBまで
• S3のManifestで定義できるファイルは1000個まで
• 列数は最大1000まで
• 列名は最長127文字、列の値は最長511文字

• RDBの表をSPICEに取り込む
• 総量が10GBまで
• 列名は最長127文字、列の値は最長511文字
• カスタムSQLやフィルタで必要な部分だけを取り込むようにすることを推奨

詳細は以下を参照
http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/data-source-limits.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/data-source-limits.html
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Prepare

• データセット作成時に
"Prepare"でデータを分析し
やすい形に準備する
• 列名のリネーム、不要な列の削
除

• 計算フィールド(Calculated 
field)の追加

• ジョイン

• 型の変換

• フィルタ条件の追加

• カスタムクエリの登録



© 2018, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

Prepare: 不要な列の削除、型名の変更
• 不要な列はチェックを外して分析対象外に
• データソースの型名の表示を任意の文字列に変更可能して、ユーザが分かりやすい表示に
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Prepare：計算フィールドの追加
• データソースのデータを元にQuickSight側で追加の演算を行い、データを加工する
• 加工した値は新しいフィールド（列）として追加される

関数一覧

演算式で加工

フィールド名を付与
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補足：計算フィールドで利用可能な関数（一部）

• 演算： +, -, *, /  ...

• 条件関数： ifelse, isNull ...

• 日付関数：dateDiff, formatDate, now ...

• 数値関数：ceil(切り上げ), floor (切り下げ）

• 文字列関数：concat, left, locate, toLower ...

詳細は以下のURLを参照してください

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/calculat
ed-field-reference.html

http://docs.aws.amazon.com/ja_jp/quicksight/latest/user/calculated-field-reference.html
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Prepare : ジョイン
• 基準となる表に対し、別の表をジョインすることで、フィールドを
追加する

• GUIでジョイン可能
• Inner Join, Left Outer Join, Right Outer Join, Full Outer Join 
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Prepare：カスタムSQL
• SQLの結果を元にデータセットを作成
• カスタムSQLは複数登録しておき、データセットに適用できる

任意のSQLを定義



© 2018, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

Amazon QuickSightの分析機能
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データ分析の流れ：用語の整理

クエリ 表表

CSV

CSV

データセットの定義情報

データソース
（接続情報）

データセットの定義情報

データセット
（データソースの一部）

• ビジュアル
• ストーリー
• ダッシュボード

QuickSightのUI
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直感的なビジュアライゼーション

• 簡単な操作で可視化を実現

• データ型を認識し、自動的にグラフ
をサジェストするオートグラフ

• 複数の分析結果を「ストーリー」と
してまとめて、共有

• 読み取りのみ許可したいグラフは
「ダッシュボード」として共有
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様々なVisual Types + Auto Graph

• 様々なVisual Typesを利用可能
• 棒グラフ（水平・垂直）
• 積み上げ棒グラフ（水平・垂直）
• 100%積み上げ棒グラフ（水平・垂直）
• 折れ線グラフ
• エリアラインチャート（面グラフ）
• ピボットテーブル
• フラットテーブル
• 散布図
• ツリーマップ
• 円グラフ
• ヒートマップ
• KPI
• コンボチャート
• 地理空間

• Auto Graphでグラフを自動選択可能



© 2018, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

Visualを選択→ValueやGroupを選択で図が完成

①Visualを
選択

②Visualを構成するため
に必要なValueとGroup
の指定枠に左のリストか

らD&Dで選択
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VISUALをカスタマイズ（１） 複数のVISUAL組み
合わせて表示
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VISUALをカスタマイズ（２）

アグリゲーション
の変更 カラー配置

の変更
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VISUALをカスタマイズ（３） フィルタ

グラフから任意
の値を排除 フィルタ条件を

カスタマイズ
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VISUALをカスタマイズ（４）

軸の階層をD&Dで定義

州から都市レベルへ
ドリルダウン分析



© 2018, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

”ストーリー”で分析結果を保存して共有
結果をキャプチャして保存、ストーリーを組み立てて共有

キャプチャで分析した
VISUALを保存
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ダッシュボードによる共有

「閲覧のみ」の共有を
実現

フィルタによる絞り込み
以外の操作ができないよ

うになっている



© 2018, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved.

ユーザ管理
• 最初のユーザ（管理者：Admin）がユーザを追加可能

• IAMユーザもしくはemailアドレス（QuickSight独自の管理）で指定

• ユーザ登録をすると、そこから新しい課金（サブスクリプション）が発生

• 追加したユーザ間でストーリーやダッシュボードを共有可能
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モバイルからも閲覧可能

• スマートフォン用に開発されたGUI

• 作成済のビジュアル、ストーリーやダッ
シュボードを閲覧可能
• ※アプリにはデータセットの作成機能や新規ビジュア
ルの作成機能はありません

• 高速なレスポンス

• iOS版アプリとして提供
• https://itunes.apple.com/us/app/id1148226615

https://itunes.apple.com/us/app/id1148226615
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その他のトピック
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エディションと費用
• ２つのエディション

• Standard EditionでQuickSightの標準的なBI機能を全て提供。Enterprise 
Edition では運用のための機能が追加されるイメージ（詳細は次ページ）

※2018年2月時点の費用

サインアップ
直後はTeam 
Trialが適用さ

れる

約60日間（2回の支
払い締め日を超える

まで）無料

1GBのSPICEが無料でつい
てくる（10GBではない）
追加購入すると課金発生
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エディションと費用（１）エディションの違い

• Standard Edition

• QuickSightの標準的なBI機能を全て提供

• Enterprise Edition 

• Standard Editionの機能に加え、

• データ暗号化(Encryption at Rest)

• Active Directory との統合

• 行レベルのセキュリティ (RLS)

• プライベートVPC接続 プレビュー

※詳細 https://aws.amazon.com/quicksight/resource-library/editions/ 
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エディションと費用（２）SPICEの領域

• SPICE領域は追加で購入可能
• 総量がユーザ全員で共有される
• 不要になった分を返却も可能
• 購入したリージョンで使用可能
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Active Directory との統合（Enterprise Editionのみ）

• AWSのマネージド・サービスを介して、既存のADを活用可能
• Managed Microsoft ADの場合、それのみを使用することも、既存ADと接続す
ることも可能

• AD Connectorの場合、既存のADに接続して使用

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-amazon-quicksight-enterprise-edition/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/big-data/amazon-quicksight-spring-announcement-kpi-charts-export-to-csv-ad-connector-and-more/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/new-amazon-quicksight-enterprise-edition/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/big-data/amazon-quicksight-spring-announcement-kpi-charts-export-to-csv-ad-connector-and-more/
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パブリックアクセス可能なデータソースのみ接続可能（１）

• 自動ディスカバリーによりインスタンスが自動検出されたと
しても、パブリックにアクセス可能な状態でなければデータ
ソースには接続できない
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• 2018年2月28日時点では、データソースをプライベートサブネット内
に置いた状態で接続したい場合、パブリックサブネットのプロキシ
サーバを介して接続する必要がある

パブリックアクセス可能なデータソースのみ接続可能（２）

パブリックサブネット プライベートサブネット

EC2上にプロキシ
サーバーを構築

各種データソース
QuickSight

https://forums.aws.amazon.com/thread.jspa?messageID=772975 
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プライベートVPCアクセスのプレビューに参加可能（Enterprise Edition
のみ）
• ENIを使用してセキュアに、プライベートにVPC内のデータソースにアクセスできる機能

のプレビューへの参加受付中
• https://pages.awscloud.com/quicksightprivatevpcpreview.html

https://pages.awscloud.com/quicksightprivatevpcpreview.html
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データソース側のセキュリティグループ（ファイアー
ウォール）設定

• QuickSightサービスのIPアドレスレンジが公開されているの
で、そのIPアドレスからのみSQLアクセスを許可するように
セキュリティグループを設定する
• https://docs.aws.amazon.com/quicksight/latest/user/regions.html

※このIPアドレスレンジは資料作成時のものです。最新情報は上記URLで確認してください
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ダイナミックレポート・静的レポート（１）

• QuickSightのレポートは常にデータソースの最新状態を
表示する

• レポートを閲覧したり変更するたびにデータソースへア
クセスが発生する

• データソースにSQLが投げられる
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ダイナミックレポート・静的レポート（２）

静的な結果を実現するには？

• RDB側で静的なデータマートを作成する

• 例） 「2016年12月売上」表

• SPICEに取り込み、分析する

• RDBから表の一部をデータセットとして取り込む

• CSVやEXCELデータを取り込む

• データソースから負荷をオフロードできる
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まとめ：
Amazon QuickSight

特徴

• すぐに始められるBIサービス

• BIサーバの運用管理が不要

• 多様なデータソースと繋がる

• 低コスト、無料利用枠あり
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これまでのアップデート

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/amazon-
quicksight-update-geospatial-visualization-private-vpc-
access-and-more/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/amazon-quicksight-update-geospatial-visualization-private-vpc-access-and-more/
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参考URL

• ホームページ、利用費用について
• https://aws.amazon.com/jp/quicksight/

• ドキュメント
• http://docs.aws.amazon.com/quicksight/latest/user/welcome.html

• FAQ
• https://aws.amazon.com/jp/quicksight/resource-library/faqs/

• iOS アプリ
• https://itunes.apple.com/us/app/id1148226615

https://aws.amazon.com/jp/quicksight/
http://docs.aws.amazon.com/quicksight/latest/user/welcome.html
https://aws.amazon.com/jp/quicksight/resource-library/faqs/
https://itunes.apple.com/us/app/id1148226615
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オンラインセミナー資料の配置場所
AWS クラウドサービス活用資料集

• 「AWS 資料」で検索
• http://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/

AWS Solutions Architect ブログ
• 最新の情報、セミナー中のQ&A等が掲載されています

• http://aws.typepad.com/sajp/

http://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/
http://aws.typepad.com/sajp/
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公式Twitter/Facebook
AWSの最新情報をお届けします

@awscloud_jp

検索

最新技術情報、イベント情報、お役立ち情報、
お得なキャンペーン情報などを日々更新しています！

もしくは
http://on.fb.me/1vR8yWm
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AWSの導入、お問い合わせのご相談

AWSクラウド導入に関するご質問、お見積り、資料請求を
ご希望のお客様は以下のリンクよりお気軽にご相談ください
https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/

※「AWS 問い合わせ」で検索してください

https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/
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ご参加ありがとうございました
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